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１．	 はじめに	 

	 近年，TwitterやFacebook，ウェブログ等のソー

シャルメディアが著しく発達している．ソーシャル

メディアでは，情報を不特定多数の相手に簡単に発

信することが可能である．発信された情報は，他者

から見たソーシャルメディア上での自己の性格を形

成する．形成された性格を他者から見た表層心理と

呼ぶ．	 

	 ソーシャルメディア上で円滑な人間関係を構築す

る際には，客観的に自己の性格がどのように判断さ

れているかを知ることは重要である．しかし，客観

的に自己の性格を判断しようとしても主観が入り込

んでしまい，第三者の視点に立って判断する事は難

しい．客観的に自己の表層心理を見直すことができ

れば，人間関係の構築に役立てられる．	 

	 そこで本研究では文章から感情成分を抽出し、性

格尺度を用いて性格を推定することにより，表層心

理推定システムの提案をする．	 

	 

２．	 関連研究	 

	 本研究では，文章群からの感情成分の抽出を

行い，得られた感情成分からソーシャルメディ

ア上での性格の推定を行う．	 

	 関連研究として，齋藤らの研究では話者の抱

いている感情を判断する心情判断メカニズム[1]が

構築されている．心情判断メカニズムは，入力

文をフレームという成分に分解し，カテゴリ化

を行う．そのカテゴリの組み合わせ処理によっ

て話者の感情を推定する処理を行う．	 

	 感情は[喜び，安心]の快感情 2 種類，[怒り，

恐れ，落胆，悲しみ，罪悪感，恥，後悔，感情

なし]の不快感情 8 種類，合計 10 種類で推定さ

れる．また，主体語カテゴリ化として，人に類

する語に精神的，感覚的，社会的の 3 つの尺度

が付与されている．	 

	 齋藤らの心情判断メカニズムは，文章からの

感情成分の抽出において非常に有用な研究であ

るため，システムを構築する上で不可欠となる．	 

	 また，性格 5 因子とポジティブ・ネガティブ	 	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

な感情の関係についての研究[2]がある．Big	 

Five(主要 5 因子性格検査)モデルで求めた性格

と感情や反応との関係について調査している	 

	 浅野らは，質問紙による検査を行うことで，

性格と感情との相関について検討しており，本

研究においても感情成分から性格を推定する手

法に応用できると考えられる．	 

	 

３．	 実験手法	 

	 図 1 に表層心理推定システムの概要を示す．

本研究では，文章中に含まれている感情成分を

心情判断メカニズムにより抽出し，その感情成

分と性格要素を対応させる事で，文章群から性

格を推定した．	 

しかし，関連研究に挙げた Big	 Five モデルで

は感情成分と対応が難しく，性格を推定するこ

とが困難である．そこで，Big	 Five に近い性格

のモデルとして Big	 Three モデルを用いること

にした．Big	 Three モデルは，神経質/ネガティ

ブな感情，外向性/ポジティブな感情，脱抑制対

制約の 3 種の要素を用いて性格判定を行う事が

できる．この 3 要素は感情成分の不快，快，社

会的尺度にそれぞれ対応していると仮定し，性

格を推定する．	 

Twitter のログデータなどの大量のテキストデ

ータを文章群として感情判断を行い，感情が抽

出できた文の中で，その感情がどの程度の割合

を占めるのか計算し，Big	 Three のパラメータと

して扱った．	 

	 推定した結果を入力データの文章群を読んだ

読者が感じた印象と比較し，評価を行う．	 
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図 1	 	 表層心理推定システム	 
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	 本研究では，筆者自身の Twitter のログデー

タ 25226 件を入力データとして扱い，筆者自身

の性格と照合し，評価を行った．	 

	 

４．	 実験結果	 

	 25226 件中，主体語カテゴリが得られた文章が

1014 件，感情成分が得られた文章が 413 件であ

った．得られた結果の内訳を表 1，表 2 にそれぞ

れ示す．また，不快感情，快感情，社会的尺度

から，それぞれの値を Big	 Three モデルのパラ

メータとしたものを表 3 に示す．	 

	 ・脱抑制対制約	 =	 
社会的制約(!)

社会的制約 !   !  社会的制約(!)
	 	 

	 	 ・神経質/ネガティブな感情	 =	 
不快感情

全感情
	 	 

	 ・外向性/ポジティブな感情	 =	 
快感情

全感情
	 	 	 	 	 	 	 

	 

表 1	 社会的尺度の抽出結果	 

表 2	 感情成分の抽出結果	 

表 3	 Big	 Three 対応後	 

	 

５．	 考察	 

	 社会的尺度では，B が多く抽出された．感情成

分は，喜びが最も多く抽出され，全感情 413 件

中 214 件と，5 割以上を占めていた．	 

	 表 3 より，対象のユーザは規範を守る，真面

目な部類の人間で比較的明るい性格をしている

ことが分かる．だが，データの文章群を読んで

みると，ネガティブ文章のほうが多いという印

象を受ける．これは，ある期間中に不快感情を

もたらす様な文章が多くみられるため，強く印

象に残ったと考えられる．全データを用いて推

定するだけではなく，ある程度長い期間に同じ

感情成分を含む文章が現れ続けた場合には、読

者に強く印象に与える可能性があるため，Big	 

Three のパラメータを大きく変動させることにな

ると推察される．	 

	 脱抑制対制約については，筆者が自覚してい

た通りに抽出された．ただし，社会的尺度だけ

ではなく，罪悪感，後悔など，感情成分にも脱

抑制対制約に対応する部分があるのではないか，

と考える．制約を破った事で感じる罪悪感や，

脱抑制へ向かわなかったことへの後悔などが，

より影響を与えることが推察される．	 

	 筆者が自覚していた性格とほぼ合致する結果

が出たため，Twitter では明るく振る舞えていた

ことが確認できた．	 

	 表 1，表 2 のどちらも入力文に対して抽出され

たデータ数が少ないという問題点が挙げられる．

これは，感情判断システムの精度が低いことが

原因である．意味判断システムの動作が不十分

であり，感情判断用の辞書データが少ないため，

意味判断システムの正常な動作と辞書データを

増やすことで，精度を改善することが可能であ

ると考える．	 

	 

６．	 おわりに	 
	 本研究では，感情判断システムと Big	 Three

性格尺度を用いることで，Twitter のログデータ

などの文章データからのユーザの表層心理推定

を提案し，その評価を行った．	 

	 データとして不十分な点はあるが，文章データ

から読者が受ける印象と，Big	 Three の対応結果

には関連性があることが確認できた．	 

	 今後の課題としては，一人分の Twitter のログ

データのみ入力データとしたため，他のユーザ

を対象として実験を複数回行うことで，より細

かい関連性や偏りの少ないデータを取得するこ

とがあげられる．また，動作が不十分だった意

味判断システムを改良することがあげられる．

さらに，感情判断用の辞書データの追加を行う．

これにより，感情判断システムの精度を改善し，

これまで感情を抽出できなかった文章からも感

情を抽出できると考えられる．	 	 
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A	 

（良い）	 

B	 

（普通）	 

C	 

（悪い）	 
計	 

77 件	 925 件	 12 件	 1014 件	 

怒り	 悲しみ	 恐れ	 落胆	 後悔	 

10 件	 89 件	 6 件	 31 件	 5 件	 

罪悪感	 恥	 喜び	 安心	 計	 

26 件	 11 件	 214 件	 21 件	 413 件	 

神経質/	 

ネガティブ

な感情	 

外向性/	 

ポジティブな

感情	 

脱抑制	 

対	 

制約	 

43%	 57%	 87%	 
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